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もうすぐボーナスの季節。投資に活用しようかな？と考え

ている方もいるかもしれません。その際、一気に投資する

「一括投資」か、コツコツ進める「積立投資」か悩む方も多

いようです。今回はそれぞれの特徴や、それぞれにあった

投資信託の考え方などを一緒に見ていきましょう。

2025年5月30日

Ｖｏｌ

196
まとまったお金をどう活かす？
改めて考えたい「一括投資」と「積立投資」

一括投資は、まとまった金額を一度に投資する方

法です。早いタイミングから多くの資金を資産運

用に充てることができ、長期で大きなリターンを

得られる可能性もあります。ただし、投資タイミン

グによっては投資直後に評価額が大きく下がる

可能性もあります。

一方、積立投資は「毎月5万円ずつ」のように、定

期的に一定額を投資する方法です。積立投資も市

場の影響は受けますが、投資タイミングを分散す

ることで、価格が高いときは口数を少なく、安い

ときには口数を多く買えるためリスク分散につな

がります。当初の資金が乏しくても続けていけば

投資元本も次第に増えていくので、長期的な資産

形成に向いているとされています。

一括投資と積立投資の特徴
■一括投資と積立投資のイメージ

積立投資

一括投資

10万円

2万円 2万円 2万円 2万円 2万円

普段から積立投資をしているという方も多いと思いますが、それに
加えて「ボーナスでは一括投資」、「ボーナス分を積立額に上乗せ」と
いう視点で年間の投資計画を考えてみても良さそうですね。



当資料は、日興アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与
えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

2

一括投資と積立投資、投資信託はどう選ぶ？

将来の値動きを正確に予測することはできないため、「この投資信託は一括向き」「こ

れは積立向き」と断定することはできません。そのため、ここではあくまで考え方の一

例として、それぞれにおける投資信託選びの視点を紹介します。

一括投資の視点から

投資後の大きな値下がりが不安な方には、バランスファンドなど値動きが比較的抑え

られた投資信託が合うかもしれません。一方、相場観に自信があり、リターンの最大化

を求める方には、株式ファンドなど値動きの大きい投資信託が選択肢となります。

積立投資の視点から

一括投資に付きまとう高値掴みのリスクを低減できることから、積立投資は、どのよう

な投資信託にも合わせやすい買い方だと言えます。中でも「株式ファンドに興味はある

けど、一括投資は怖い」と感じる方には、積立投資が良さそうです。

左上図は、値動きが異なる一方で、スタートとゴールは同じという2つのファンドを表し

ています。ゴールが同じなので、一括投資の場合はどちらを選んでも結果は同じにな

ります。しかし、積立投資の場合は話が変わってきます。一見すると良さそうなファンド

Aよりも、値動きの大きなファンドBは、安い時に口数を多く買える効果で最終的な積

立評価額は大きくなるのです（右上図）。

投資対象となる資産によって、通常想定されるリスクの大きさ（値動きの幅）は変わっ

てきます。その投資信託の投資先の資産をしっかり確認したうえで、期待するリターン

や受け入れられるリスクの大きさを踏まえて投資の仕方を考えてみるといいでしょう。
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■基準価額の動きと積立評価額（毎月５万円）のイメージ

ファンドA、Bはいずれも架空のファンド●手数料、税金等は考慮せず。●将来の運用成果等を約束するものではありません。積立投資によ
り必ず利益があがることを保証するものではありません。
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「積立投資」と“下落”の関係は？

積立投資について、さらに詳しく見てみましょう。以下のグラフは、いくつかの異なる

値動きをしたファンドを比較したものです。グラフ①、②、③は「+60%の成長」を遂げ、

④は大きく値下がりしてから戻っただけ。ちなみに、一括投資の場合、投資結果は④は

±0万円ですが、 ①、②、③は＋36万円（元本60万円が60%上昇）になります。つまり、

一括投資は、途中は無視して、スタートとゴールだけが結果を左右すると言えます。

それでは積立投資の場合は、結果はどうなったでしょう？

（スタート時に調子が良いため）
多くの人が選びがちだが、
積立には良くない軌跡

（大きく下がって元に戻っただけの）
残念な推移だが、積立には最も良い軌跡

（初期にはハラハラしたが）
積立結果は優秀なファンド

●将来の運用成果等を約束するものではありません。一括投資／積立投資により必ず利益があがることを保証するものではありません。

1位になったのは、④の「大きく下がって元に戻っただけのファンド」でした。この4つの

中で、「一番ハラハラする動きをしたファンド」だったものの、大きく値下がりしたとき

に多くの口数を買えたことで、積立効果が大きく発揮されたのです。

■基準価額の動きと一括投資／積立投資の評価額のイメージ

グラフ上のファンドはいずれも架空のファンド●一括投資／積立投資の結果は、架空の基準価額を使い、一括投資は投資開
始時に60万円を、積立投資は毎月1万円投資した場合のもの●分析期間は60ヵ月（5年）、手数料、税金等は考慮せず

基準価額

基準価額

基準価額

途中で上にふくらんで推移し、
＋60%で着地したファンド

一括投資 ６０万円 → 96万円

積立投資 ６０万円 → 67.9万円

一括投資 ６０万円 → 96万円

積立投資 ６０万円 → 85.9万円

途中で下にふくらんで推移し、
＋60%で着地したファンド

一括投資 ６０万円 → 60万円

積立投資 ６０万円 → 91.6万円

大きく値下がりした後、
10,000円に戻っただけのファンド 積立積立

（円）

（円）（円）

（リスク・リターン効率の点から）
一般的には優秀なファンド

基準価額

直線的に＋60%値上がりしたファンド

一括投資 ６０万円 → 96万円

積立投資 ６０万円 → 75.5万円

積立

（円）
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終わりに

ここまで「一括と積立」での投資の考え方を見てきましたが、値動きはあくまでも結果

論に過ぎません。ゴールに見据える数年後までの間の値動きを当てることは難しく、ま

た予想すること自体もあまり意味はありません。

だからこそ投資スタイルを考える前に、まずはしっかりと「どれくらいのリターンを期待

するのか」、「投資できる金額はどれくらいか」、「どれくらいの期間続けられるか」と

いったことを決めることが大切です。

その上で、選んだ投資信託に対して「自分は一括と積立のどちらなら続けやすいか？」

という観点で投資スタイルを考えると、より納得感のある選択につながります。

せっかくのボーナス、ぜひ自分にあった
形で有意義に活用していきましょう！

実際には、このような動きをするファンドを最初から見抜くことはできません。しかし、

積立投資のこうした特徴を理解して、下がったときにも積立をやめずに続けられるか、

というのが積立投資との大事な付き合い方とも言えそうです。そのためには、投資対

象の成長性を自分がしっかりと信じられることが大切ですね。もちろん、その視点での

投資信託選びは、一括投資でも必要不可欠です。


